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1. 情報提供依頼の背景と目的 

現在、横浜市医療局健康安全課及びがん・疾病対策課では、「地方公共団体情報システムの標準化

基本方針に関する法律」、「自治体情報システムの標準化・共通化に係る手順書【第 3.0 版】」及びに

「健康管理システム標準仕様書【第 2.0 版】」に基づき、標準準拠システムへの移行の検討を進めて

います。 

本情報提供依頼（RFI）は、健康管理システム（予防接種分野及び成人保健分野）の標準準拠シス

テムの調達にあたり、以下の情報をご提供いただくことを目的としています。 

⚫ 本市が想定している次期システムの要件や調達スケジュールの実現性について検証を行うた

め、貴社が提供可能な業務システムの機能やサービスについて提案を受けること 

⚫ 本市がシステム移行に係る初期費用及び経常費用の妥当性等について検証を行うため、移行・

開発、保守、運用等の費用を把握すること 

⚫ 新システム稼働過渡期、それ以降の平常時を通じて、市民サービスの低下が発生しない最適な

システム移行方式について提案を受けること 

 

2. 用語 

本書内で使用する用語は以下の通りです。 

キーワード 説明 

現行システム 現在稼働中の横浜市予防接種台帳システム、がん検診シス

テム。横浜市では、健康管理システムとして予防接種・が

ん検診・母子保健・養育医療とは統合されていない。 

次期システム 標準仕様書に準拠した健康管理システム（予防接種分野及

び成人保健分野）。健康管理システムとして母子保健・養育

医療と統合するかどうかは未定。 

標準仕様書 健康管理システム標準仕様書【第 2.0 版】及び地方公共団

体情報システムデータ要件・連携要件標準仕様書【第 3.0

版】に記載の仕様。 

標準準拠システム 標準仕様書に準じて構築されるシステム。 

ガバメントクラウド 国が調達するクラウド環境。クラウド事業者は未定。 
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3. 本市の標準化の方向性とこれまでの取り組み 

（１） 標準化の方向性 

① 標準準拠システムへの移行 

健康管理システム（予防接種分野及び成人保健分野）は、現行システムから標準準拠システム

への移行を予定しています。 

予防接種分野及び成人保健分野については、１つのシステムへ移行する方針としています。そ

のため、本情報提供依頼では、標準仕様書における予防接種分野及び成人保健分野（図 1,2 参

照）を対象とします。 

 

 

図 1 健康管理システム（予防接種分野）機能範囲と標準化範囲のイメージ 

（健康管理システム標準仕様書【第 2.0 版】より抜粋） 
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図 2 健康管理システム（成人保健分野）機能範囲と標準化範囲のイメージ 

（健康管理システム標準仕様書【第 2.0 版】より抜粋） 

 

② ガバメントクラウドの利用 

移行先となる標準準拠システムの環境は、国が提供するガバメントクラウドを利用して構築す

ることを原則としています。 

③ 移行スケジュール 

スケジュールについては現在検討中ですが、現時点では令和 8 年 9 月末までに移行完了を目指

しています。しかし、全国の自治体が標準化対応を進めていることもあり、スケジュールを回答

することが難しいことも承知しております。現時点の貴社の想定で構いませんので、現実的に可

能な移行時期および移行に必要な期間と、その前提となる条件等をご回答ください。 

 

（２） これまでの取り組み 

国の自治体情報システムの標準化・共通化に係る手順書に従い、標準準拠システムへの移行を目指し

て、「1.現行システム概要調査」、「2.標準仕様書との比較分析（機能・帳票・データ・連携）」を実施し

てきました（図 3参照）。 
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図 3 これまでの取り組み 
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4. 情報提供依頼内容 

以下の内容について、情報提供を依頼します。 

No. 情報提供依頼内容 内容・前提事項 回答様式 

1 貴社製品の概要 貴社製品の特長やシステム構成・画面イメージ・概

要が分かる資料をご提示ください。標準仕様書に

定義された業務のうち貴社製品が対応している業

務分野についてもご提示ください。 

自由形式 

2 導入実績 標準準拠の健康管理システム（予防接種分野及び

成人保健分野）の地方公共団体への導入実績・予定

をご提示ください。政令市への導入実績がある場

合は、その実績・予定もご提示ください。 

自由形式 

3 導入スケジュール 導入のスケジュールをご提案ください。具体的な

日程を提示することが難しい場合は、現時点の貴

社の想定で構いませんので、現実的に可能な移行

時期および移行に必要な期間と、その前提となる

条件等をご回答ください。 

自由形式 

4 データ移行方針 貴社が提案する次期システムへのデータ移行手順

やデータ移行に関する留意点をご提示ください。 

自由形式 

5 標準仕様の共通機能に

対する対応状況 

共通機能標準仕様書で「システム共通機能群」とし

て記載されている共通機能のうち、「住登外者宛名

番号管理機能」「EUC 機能」「職員認証機能」を本

業務パッケージに実装する必要があります。共通

機能として定義されている機能の対応状況をご回

答ください。 

【様式 1】 

6 標準仕様に対する適合

性 

標準仕様に対する貴社製品の適合性をご回答くだ

さい。標準準拠システムの実装必須機能に関して

は実装されることを前提としているため省略して

います。実装オプション機能に関して貴社製品の

対応状況をご回答ください。 

【様式 2】 

7 費用見積り 概算費用をご回答ください。前提とする条件等が

ある場合は明記ください。 

健康管理システム（予防接種分野及び成人保健分

野）の移行に関する概算費用をご回答いただき、可

能な場合は各分野（予防接種分野・成人保健分野）

の内訳をご回答ください。 

【様式 3】 
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5. 提供資料一覧 

RFI に関して本市から提供する資料は以下のとおりです。 

資料名 説明 

情報提供依頼書 本資料 

【別紙 1】システム俯瞰図 現行システムの参考情報 

【別紙 2】システム利用環境 事業対象者数、システム利用者数 

【様式 1】回答書（標準仕様の共通機能に対す

る対応状況） 

貴社からの回答をご記入いただく書式 

（共通機能に対する対応状況の回答） 

【様式 2】回答書（標準仕様に対する適合性） 貴社からの回答をご記入いただく書式 

（標準仕様に対する適合性の回答） 

【様式 3】概算見積もり（標準準拠システム） 標準準拠システム導入に対する概算見積もりをご

記入いただく書式 

【様式 4】質問票 貴社から質問がある場合にご記入いただく書式 

6. 情報提供要領 

（１） 実施手順・スケジュール 

① 情報提供依頼への参加表明期限 

令和 6 年 7 月 9 日（火）17：00 まで 

② 情報提供依頼に関する質問事項の受付期限 

令和 6 年 7 月 9 日（火）17：00 まで 

③ 情報提供依頼回答書の提出期限 

令和 6 年 7 月 26 日（金）17：00 まで 

（２） 情報提供依頼に関する質問方法 

不明点等の質問事項は、様式 4「質問票」に記入し、本文書の最後に示す連絡先に電子メール

で送付してください。 

来庁又はお電話による質問に対してはお答えできかねますので、ご了承ください。 

情報提供基準の均質化を図る観点から、いただいた質問事項とその回答は、集約した上で情報

提供依頼に参加表明している各社に共有します。 

 

（３） 提出物について 

① 様式について 

情報提供依頼回答書は、様式 1～3 に記入の上、ご提出ください。様式 1～3 に書ききれない場



 

 7 

合や図表を用いた提案を提出いただける場合は、任意の様式でも結構です。自由形式での回答の

電子データは、Word2016 、Excel2016、PowerPoint2016、Acrobat Reader のいずれかで開く

ことのできる形式で作成してください。 

② 注意事項 

用語、表現は一般的に使用されているものを用い、可能な限りシステム管理業務経験のない

一般職員でも理解可能な平易な表現を使用してください。専門用語を使用しなければ説明でき

ない場合には、注釈をつけてください。貴社独自の開発技法・製品を用いる場合には、平易な

表現による注記をつけてください。 

 

（４） 提出方法 

情報提供依頼回答書は、期日までに本文書の最後に示す連絡先のメールアドレス宛てに提出を

お願いします。 

 

（５） 情報提供依頼回答書に対するヒアリング 

提出していただいた情報提供依頼回答書につきましては、本市職員及び本業務に関する支援業

務の受託事業者にて点検させていただき、その内容について必要に応じてヒアリングをさせてい

ただく場合がございますので、ご協力の程よろしくお願いします。 

7. 留意事項 

 今回の情報提供依頼に際し、今後の調達等において特に優遇または不利な取り扱いが行われる

ことはありません。 

 今回の依頼に関して発生する費用は、情報提供者にて負担してください。 

 提出された情報は、地方公共団体情報システム標準化対応において、横浜市庁内の調整や国へ

の状況報告・課題報告のための説明資料に一部利用させていただく場合があります。 

 本情報提供依頼に伴って配布している資料には一部秘密情報が含まれますので、取り扱いには

十分に留意し、本情報提供依頼に関する作業以外には使用できないこととします。  

 提出された資料は返却しません。 
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《お問い合わせ先》 

〒231-0005 

横浜市中区本町 6 丁目 50 番地の 10 

横浜市医療局健康安全課（予防接種）馬立・橋口 

横浜市医療局がん・疾病対策課（成人保健）坪井・村上 

 

メールアドレス 

（予防接種）ir-yobousessyu@city.yokohama.jp 

（成人保健）ir-kenshin@city.yokohama.jp 
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